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研究成果の概要（和文）：１．認知症ケア技法ユマニチュードに着目し，BPSDに対するケア行為に意味付けし，意図感
情知識表現モデルを設計した．本モデルによって，ケア行為と認知症の人との関係を評価できることを示した．２．We
bベースのBPSDビューアを活用し，ケースカンファレンスを専門家と継続的に実施した．実践したアプローチによって
知識や分析結果を蓄積し，継続的に評価，修正できることが示された．３．コーパス構造を活用し，ケア支援知識コン
テンツとして，認知症の見立てに関する知識コンテンツ，及び認知症ケアスキルに関する知識コンテンツを開発し，認
知症ケアの改善に有効であることが示された．

研究成果の概要（英文）：1) We have developed a knowledge representation model in terms of intention and 
emotion. Focusing on the dementia care method by Humanitude, we have designed the model between care 
interactions. 2) We designed three layers for representing skills and named them “Intra-modality,” 
“Inter-modality” and “Multimodal-interaction.” We have developed a tool of multimodal behavior 
analysis based on the scheme to represent dementia care. These results are a part of the findings of 
empirical analysis of building human relationships. 3) We have developed a visualization system of 
dementia care skills based on multimodal communication features. We designed and filmed video contents 
demonstrating the extracted features. The results suggest that video contents with visualized data is 
useful for trainees when they are learning dementia care skills, and that it can give them awareness of 
the importance of communication techniques.

研究分野： ヒューマンインタフェース
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１．研究開始当初の背景 
認知症の人の急増が社会問題となってい

る．厚労省は 2012 年に公表した施策で，「私
たちは認知症の人の訴えを理解するどころ
か，認知症の人を疎んじ，不当な扱いをして
きた」と反省し，「認知症になっても本人の
意思を尊重し，できる限り住み慣れた地域で
暮らし続けることができる社会作り」を目標
に掲げた．英国では介護者の要望を優先して
きたが，2009 年に方針を変え，「国家認知症
戦略：認知症とともに良く生きる」に基づき，
急ピッチで改革に取り組んでいる．日本にと
って参考になる成果もでてきた． 
認知症では認知機能障害と行動・心理症状

（BPSD）が認められ，ケア現場で家族が困
り果て介護うつになることも多い．一見不可
解な BPSD であっても，専門家は膨大な知
識や経験をフルに活用し，認知症の人の言葉
にならない訴えを，表情や動作，パーソナリ
ティや状況から読み取って臨機応変に対処
している．認知症の診断・理解・ケアについ
ては，精神医学，行動科学，心理学，脳科学，
看護，介護，加齢学，認知症ケアなどの「専
門」分野での研究が活発化しているが，情報
学の観点からのアプローチは少ない．申請者
らはメディア情報学の立場から，分野横断の
子どもの発達と子育て支援の研究経験を生
かし，介護現場で最も複雑で難しいBPSD に
対するケア支援知の充実化を目指す． 

 
２．研究の目的 
認知症の人の行動・心理症状のケアの高度

化に向けて深化成長するマルチモーダル感
情行動コーパスを構築する ．従来は，行動・
心理症状（BPSD）を問題行動として捉え，診
断やケアについての事例や知識情報を自然
言語レベルで検討してきた．本研究では H21
～23 科研費基盤(B)「マルチモーダル行動発
達事典構築環境」の成果を活用し，BPSDの意
図感情と行動の知識表現モデルを，第一線の
専門医と介護スタッフと共同で設計し，BPSD
ビューアを開発する．認知症のケア技法につ
いて異分野専門家が議論し，主観的な見解を
客観化する仕組みをつくる．多数の利用者の
参画により BPSD 関連のマルチモーダル・エ
ビデンスを拡充し，ケア現場で役立つ知識コ
ンテンツに仕立て，マルチモーダル感情行動
コーパスを深化させていく． 
 
３．研究の方法 
医療・研究・現場での複数の知見を関連付け
て表現し議論しながら，自然言語レベルで語
られ曖昧だった BPSD の知識表現モデルを構
築する枠組みを実現する． 
 
(1) 認知症専門家と介護スタッフが議論し
ながら，主観的な意見を持ち寄り客観化し，
BPSD を実現するための意図感情知識表現モ
デルの設計． 
(2) エビデンスを蓄積し，BPSDの要因を分析

するためのプライバシを考慮したマルチモ
ーダルセンシング環境を構築． 
(3) BPSD の事例に対して状況を記述し，コー
パスの所望の事例を閲覧するためにマルチ
モーダル BPSD ビューアを開発し、BPSD の意
図や要因を分析する． 
(4) 第一線の認知症専門家同士をつなぎ
BPSDを議論するための Webカンファレンスシ
ステムを開発する． 
(5) コーパス構造から現場実践可能なケア
支援知識コンテンツを生成し，コーパスの深
化成長を実現する． 
 
４．研究成果 
(1) 
 次の二つのレベルで BPSD を表現するため
のモデルを開発した． 
 a) インタラクションレベル 
 BPSD は人と人の関係性を表現することが
特徴であるため，認知症ケアメソッドのユマ
ニチュード ○R に着目し，認知症の人とケア従
事者のインタラクションを表現するモデル
を設計した．本モデルによって，低次元の
BPSD 算出要因を表現することが可能となっ
た[学会発表 3,6,8,9,11,12,21,23,24,27]． 
 
 b) 脳機能レベル 
 視床から入る多様な刺激が，快，不快にマ
ーキングされて，海馬や大脳皮質に情報が伝
達される．図１の右に示すように情動の回路
は原始的で様々な脳科学のアプローチによ
って明らかになってきた．一方，人間特有の
大脳新皮質の働きは，AIのモデルを使うこと
によって表現できることが明らかになって
きた．これらを融合的に表現することによっ
て，BPSDにおける意図感情思考モデルの表現
が可能であることが示唆された[雑誌論文
2,3,4，学会発表 5,15,18,33,40]． 

図１．情動刺激と視床（ミンスキーの６階層
思考モデル） 
 
 
(2) 
 マルチモーダルセンシング環境を病院外
来，病棟，介護施設の三つの場で構築した． 
病院外来では，図２に示すように情報収集

のワークフローを活用して，情報を電子化し



て収集，分析できる多職種連携支援システム
を開発した[学会発表 2,10,13,16,27,30]．ま
た，カルテ情報や脳画像なども収集し，マル
チモーダルな検査情報を蓄積する環境が整
備された． 
また，病棟や介護施設では，倫理的な配慮

に則って実験を進め，映像を基軸にデータを
収集できる環境を構築した[雑誌論文 1,2,学
会発表 3,6,8,9,11,12,21,23,24,27]． 

 
図２．多職種連携支援システム 
 
(3), (4) 
インタラクション構造に基づいて分析を

行うために，図３に示す Web 行動観察ツール
を開発した．本稿では，専門家でも Web ブラ
ウザで OS に依存せずに動作し，Web の可視
化技術を利用するために Web アプリケーシ
ョンとして実装した． 
本ツールは，1) 映像の時間区間に対する

アノテーション，2) 記述結果の可視化，3) 
記述結果の定量的な分析，4) 記述構造・View 
の設計支援，5) 意味表現コマンドの生成，
発行 6) ケースカンファレンスのために，記
述結果に対する意見の付与を行う事が可能
である．映像に対して記述を行い，可視化さ
れたものをベースに議論することによって
記述構造を改良していくことが可能である
[ 雑 誌 論 文 1,2, 学 会 発 表
3,6,8,9,11,12,21,23,24,27]． 

 
図３．カンファレンスを支援するマルチモー
ダル BPSDビューア 
 
(5) 

認知症介護現場に専門家の知識を提供す
るための Webプラットフォーム，認知症アシ
ス ト フ ォ ー ラ ム

（https://ninchisho-assist.jp/）を開発し
た．本プラットフォームでは認知症啓発のた
めの多種のコンテンツが提供されている．排
泄ケアに着目した知識映像コンテンツ（図
４）が，ケアの学習に効果があることが示さ
れた[学会発表 17,20,23,27,30,34,38]． 
また，ケアスキルに着目した専門家知識を

習得するためのコンテンツを活用し，ケアを
リフレクションするための振り返り支援シ
ステムを開発した（図５）．評価実験の結果，
本システムがケアスキルの学びに有効であ
ることが示された[学会発表 1,11]． 
さらに，精神科医が精神症状を見立てるた

めの知識をテキストベースの Webコンテンツ
として開発した．現場が見立ての知識をもつ
ことによって，医療・介護連携を促進させる
見通しが得られている[学会発表 32,36]． 
 

 
図４．排泄ケア学習コンテンツ 
 

 
図５．振り返り学習支援コンテンツ 
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